
平成２７年度 福岡市立学校教員養成塾指導員説明会 実施要項 

 

１ 目的   福岡市立学校教員養成塾の概要について知り，グループ別研修での指導事

項等について共通理解を深める。 

 

２ 内容   ○ あいさつ 

       ○ 概要等説明 

       ○ 質疑応答 

       ○ 諸連絡 

 

３ 日時   平成２７年１２月１６日（水） １８：３０～１９：３０ 

 

４ 日程    

（１）あいさつ  深堀研修・研究課長   １８：３０～１８：３５ 

（２）概要等説明 教員養成塾担当者    １８：３５～１９：００ 

（３）質疑応答              １９：００～１９：２５ 

（４）諸連絡               １９：２５～１９：３０ 

 

５ 資料 

 ○説明用資料 

・福岡市立学校教員養成塾 指導員 マニュアル（案） 

・【資料１】平成２７年度 福岡市立学校教員養成塾 グルーブ一覧 

・学校市立教員養成塾 指導員就業要綱（案） 

・営利企業等従事許可申請書（２種類） 

・口座振込依頼書 兼 債権者登録申請書 

・【記入例】口座振込依頼書 兼 債権者登録申請書 

 ○プレゼン資料 

 ・学級経営の基礎基本（第２回 ２月７日） 

 ・学習指導の基礎基本（第３回 ２月２１日） 

 ・生徒指導の基礎基本（第４回 ２月２８日） 
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第1回教員養成塾（オリエンテーション）

本市の求める教員像
1 公務員とレての自覚と高い倫理観，教
育者としての情熱と強い使命感を持つ人
2 広く豊かな教養と社会性を備え．教青
専門家としての確かな力量を撞2ム
3 I~＼身とちに健康で， 子どもへの愛情と
豊かな人間性を持つ人

福岡市立学校教員養成塾

福岡市立学校教員養成塾

オリ工ンテーション
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塾阜且旦
学習指導や生徒指導等における具体的な指導

方法等を学習する機会を提供し教員としての
資質・能力を高めること

平成28年1月31日

福岡市教育セッター
研修．研究課吉村明

全体研修（30分〉
教育委員会事務局指導主事等による
学習指導や生徒指導等についての講義
※ 実践に基づいた基礎基本の指導

福岡市立学校教員養成塾

gユ

福岡市立学校教員葺成塾
wl Eぷal I λ蹴総説話盗S川

0望ましい学級経営について
害える

2周 7日（日l10学級経営の基礎基本

グループ別研修（75分）
グループ担当指導員（退職校長等〉
による小グループでの討議や演習
※ 広い視野と豊富な経験に基づいだ
きめ細やかな指導・朗言

O望まレい学習指導について
者える

2月21日｛日l10学習指導の基礎基本

~ 
O望ましい生徒指導について
考える

与観

話

定

講
茸
留

長
議
了

所
周
修

0
0
（
 

日日qu
 
月3
 

0これまでの学びを重量り返る

2月28日｛日l10生徒指電車の基礎基本

議委

0第1回のレポートは．
次回，2部（コピー）提出。
．原本は各自保管

・1部は受付で提出。
－もう1部は指導員の先生に
直接提出。

0第2～4回も同犠
O第5回はグループ別研修
の中で記入してその日に
提出
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第1回教員養成塾（オリエンテーション）
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研修の心得
(1）挨拶・御礼等をきちんとすること。

(2）研修開始5分前までに着席しておくこと。（全体研修開始後の

入室は不可。）
(3）受講時の服装は．講師等に失礼にならないよう心がけること。
(4）グルプ別研修ではι傾聴・発言のバランスを考え．積極的に

学び合いに参加すること。会渇設営と原状復帰も。
(5）研修室の移動時や研修終了後，廊下・階段等での私語を慎む
こと。

(6）外壁工事の為，センターの駐車場は使用禁止。公共交通機関

等の利用を。

修了認定書の授与について L域
0修了を認定された受講者には，「修了認定書」を綬与。

0修了には，原則としてすべての講座への出席が必要。

,: 

0やむをえない欠席については.1回までを猶予する。

0欠席者は教育HPlこ掲載している全体研修の録画動

画を視聴した上でレポート作成し次回の研修日までに
レポートを提出すること。

命111命

福岡市立学校教員養成塾福岡市立学校教員養成塾

0一つ つの指導に工夫を加えて，熱心に取り組む。
0一人一人に目を注ぎ，労力を惜しまず指導する。
0児童生徒と共に学び．働き，進歩しようという姿勢がある。
0一人一人を大切にしどの児童生徒にも公平に接する。
O児童生徒の個性を大切に育て伸ばす。
0児童生徒との約束ごとを大切にする。
0健康に留意し明朗快活に児童生徒と接する。
0児童生徒の人格を大切にし，家庭の秘密を守り信頼を得る。
O児童生徒や保護者の立場を理解し学校の立場や教師の意
見を分かりゃすく示す。

0常に，公正で首尾一貫し安定感をもっている。
0貧容と厳正さとを兼ね備え，心豊かな人柄である。

福岡市立学校教員賛成塾
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平成２７年度　研修講座のアンケート集計
講座コード 61901 １回目 講座数 1 回

大変満足 満足 あまり 満足でない 実施日
① 41 7 0 0
② 20 7 0 0 アンケート講師名
③ 39 11 0 0 回答者 理事　橋爪秀三
④ 8 2 0 0 137
⑤ 2 0 0 0 指導員　２１名
満足度 110 27 0 0

小学校 80 77
中学校 49 45
高等学校 1 1
特別支援 16 15
幼稚園 0
計 146 138

受講動機分析
自分の意思107
管理職から 21
知り合いから 7
その他 2

満足度スコア
3.80

感想や要望など

福岡市立学校教員養成塾

○理事のお話を聞き、一教師として、また、一社会人として自分を見つめ直し、今後に
ついて考えることができた。
○全部英語の授業で使える内容だったので、ウォーミングアップに明日から使ってみ
ようと思いました。
○改めて、特別支援教育に求められる教師像を考えることができました。
●グループ研修は、とても参考になりました。毎回グループを変えると新鮮さや情報
の偏りがななくていいと思います。

平成28年1月31日

①ニーズ
②形態
③講師
④活用
⑤その他

受
講
名
簿
者
数

受
講
者
数

講座名

研修・研修課　吉村明
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満足度と理由の関係 
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第2回学級経営の基礎基本
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学級経営の基礎基本
はじめに

1 教師となること

2 学級経営について

(1）学級の怠味と役割

(2）学級集団づくりの方法

(3）教室環境のっくりかた ／ヘ
3 今学級で 濯もど

おわりに 唱.，Ji!)" 

1 教師となること

斗 学校を知ること
臨l相

本市の求める教員像

旦喧主もに健康で，子どもへの仁3仁二二ユ
lト剰 を持つ人

0 仁三二ゴとしての自覚と高い倫理観， 仁二二手し
ての宵黙と強い使命感を持つ人

0 広〈割、な仁王 仁二コを備え．仁二二コとし
ての確かな力量を持つ人

1 教師となること

学校を知ること

福岡市教育指導の重点

福岡スタンダード

I I・ C二コ・仁コ

1 教師となること

公教育＝国民に公平に行われるもの。
教師の質も一定でないといけない

1 教師となること

斗 学校を知ること
“1-
学校教育指導の重点
。 ト ｜子どもの育成

確かな学力・豊かな心・健やかな体

o仁三ゴ学校づくりの推進
学校の組織力強化・学校．家庭，地域の連機

o「一十て－－.員の育成
教駿員の資質・能力の向上・活性化

2学級経営について

:b (1）学級の意味と役割

0 一定期間固定された子どもの集団

0 子どもの自由な意志や希望によって編成され

た集団でない

O il初から相互理解や連帯感をもった集団で

はない
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第2回学級経営の基礎基本

2 学級経営について

l (1）学級の意味と役割

0 自発的，自治的活動をする生活の場

O 教科．道徳．．．等々についての学習の場

0 学校教育上の管理・運営を効率的に進める

単位組織としての場

0 子ども一人一人が．満足感をもって生き生きと

学校生活を送ることができる『心』のよりどころ

2 学級経営について

吋｜(2）学級集団づくりの方法

経営上の留意点

O ある一定の子どもに指示．依績が偏らないこと

0 学級の仕事を分担し，所属観を高めること

0 教師の管理的な意識をもって組織化していく
ことは自主性を疎外する

2 学級経営について

斗（3）教室環境のつくり方
たとえば．．．

学級旗

2 学級経営について

1-(2）学級集団づくりの方法

学級の状況（集団と個々の関係など）を把握する
ために

O 日常行動の観察 O 面接

O 質問紙法 O テスト

O ソシオメトリー

0 QーUアンケート

O 作文．日記

2 学級経営について

斗（3）教室環境のつくり方
.• ，輯
｜整理され明るい｜｜意欲をかきたてる｜教室

たとえば．．．

学級訓

2 学級経営について

(3）教室環境のつくり方

たとえば…体育科学習計画

． 
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学級経営の基礎基本第2回

2学級経営について

い3）教室環境のつくり方
o＂＇－＇配慮すべきこと
長主主－
・物品整理

－見通しがもてる

示物Iこ教師のヨポント

．特定の子どもにならな、

．子ども聞のあたたかい

メッセージコーナ

・J 
覚・音の刺激Iま最，

kカ哩璽

画示協同！意欲をかき五九｜教室
教室ウォッチングをぜひ！

十 3今学級で：
輯品：

0 自分の学級経営方針は？

理銀盤整塞j ：•畿i鐙事月偽一・一6 t三o一~軍Z・~一土‘n一一’一‘一”一一か与一」件一「闘’' 
－自分の目指す学級の姿Ii、，：~”uで‘ ·· ： ：c: ωヨto: • ：：：：：よよ、. ＇

－児童の実態や課題はどζ
電興奮駈.

－課題の改善の手立ては‘
..柑3・
λ... 
調.. 

F唖寸，
、‘”
h、，／. 

2 学級経営について

」噛（3）教室環境のつくり方
LI--" 

3彊麗
学級のめあて，生活のめあて，校歌，

！？定期間掲示l
行事のめあて，学習の足

ふわふわ言葉・．．

キ竺型！三斗 3 今，学級で…
仙 報告四連絡・相談

子どもにとってあなたはどんな先生ですか？

学級経営をうえで一番の大切なものは

O 先生方の悩みはっきないものです

・ひとりで悩みを抱え込まずに，言葉にして

伝えましょう
指導する先生の謙虚な人柄です。

同学年・指導教員・教頭先生・校長先生



平成２７年度　研修講座のアンケート集計
講座コード 61901 ２回目 講座数 1 回
講座名

大変満足 満足 あまり 満足でない 実施日
① 62 10 0 0
② 9 1 0 0 アンケート講師名
③ 41 6 0 0 回答者
④ 6 1 0 0 138
⑤ 1 0 1 0 指導員　２１名
満足度 119 18 1 0

小学校 80 77
中学校 49 46
高等学校 1 1
特別支援 16 15
幼稚園
計 146 139

受講動機分析
自分の意思113
管理職から 17
知り合いから 7
その他 1

満足度スコア
3.86

感想や要望など
○学級経営についての心構えができた。細かな配慮を忘れずにまとまりのある学級
を子どもたちと一緒につくっていきたい。
○常に教室にいようとする姿勢を持ち続け朝の会、帰りの会でも子どもことを考えら
れる教員になりたいと思います。
●学級経営を手広くやらないといけないことはわかったが、もう少し的を絞って話を聞
きたかった。
●今日は時間が短かった気がします。先生方ともっと意見を深めたかったです。いつ
かゆっくりフリートークしたいです。

受
講
名
簿
者
数

平成　28年　2月7日

受
講
者
数

①ニーズ
②形態
③講師
④活用
⑤その他

福岡市立学校教員養成塾

研修・研修課　山村　俊介
研修・研修課　小田　ひろみ
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満足度と理由の関係 
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⑤ 

119 18 1 0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足度 

満足度分析 

大変満足 

満足 

あまり 

満足でない 
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学習指導の基礎・基本第3回
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i也陛盟事 ！ 
子どもたちが学校にいる時間は？

7時間30分のうち
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学校で過ごす時間の60%は授業を受けている

どんな擾業を目指すか

学力の3要素

慢業の4要素

学習規律を身につけさせる

「慢業の基礎技術」から

【本日の研修内容と目標】

はじめに
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学級経営の基本は，授業から始まる
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～魅力ある授業～ 文部制判数料問査官村山 首龍 より

①子どもの思いや願いを生かした慢業展開をしている。

②個を生かす綬業の工夫をしている。

文部科学省敏科閥査官村山 首議より～魅力のない授業～

吋
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③問題づくりでι子どもの気づきゃ疑問を最大限

生かしている。

④問題解決の過程を通して句子どもの主体性を尊重する。

⑤子どもの多様な考えを引き出し生かす綬業をする。

－教師が一方的に説明し，子供が聞いているだげの授業

・活動させるだけで学びのない綬業

－わかるようになったり，できるようになったりすることが
自覚できない綬業

？
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⑤表現したり発表したりする場を取り入れた指導の
工夫がある。

⑦子ども自身が学習過程を見直し，振り返りができる
場と時聞がある。

－適切な指示や発聞がない慢業

－子どもの好きなようにさせる授業

織11:
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基礎的な知識・技能の習得。

~ 
~ 

0 思考力・判断力・表現力

0 主体的に学習に取り組む態度
ー～ 「 （学ぶ意欲）

t滑伊 （学校教育法第30条第2項）

’‘ 
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学習指導の基礎・基本第3回
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！也臣室情f溜器産2趨揖棒吋

0 筆箱の中身
［低・中学年l ［高学年］

0えんぴつ・・・ 5本 0えんぴつ ・6本
（中学年は6本） 0赤・青えんぴつ

0赤えんぴつ・・ ・1本 . 1本

0けしごむ （ペンも可）
0名前ぺン 0けしごむ
0じようぎ 0名前ペン
( 1 5 c mくらし、） 0じようぎ

( 1 5 c mくらい）

域密①…－卜村一枇伝える
②学年で統ーして取り組むようにする。 ＠！ 

巨巴く｝習の眼内容てたい

学習内容に対する理解・能力等のよさや不十分さとその原因，
発達特性等を明確にすること（児童観）巨E

叶1

学習する内容と考えていく視点，単元構成等を明確にすること
（教材観）

学習活動を深めていく過程，発問，板番，具体的方法や学習
形態を工夫すること （方法観）

回
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0 椅子に座るときの基本姿勢
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0机の上に置く物

] 

｜噛聞は…向かーうに

①態度

明るく・生き生きと！

まなざし

一人一人とアイコンタクト

② 

③話し方

表情や動作，音量や声音

，£叫ぉ①休み時間の内に準備をしておく
司ぷ~②机の上に関係ない物を出さない
~③授業中に，指示がない時に引き出しを開けない。

：豆急
｜噛 0教室に慨して常時指導する。 命，，，
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第3回学習指導の基礎・基本
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⑤指示・質問・発問⑤指示・質問・発問

子どもが思考して，

様々な考え・意見を

促すもの

発問

(1問1答形式等）

多くて3つ程度※ 

答えが明確にあるもの質問

議静＠ 

～綬業後の板番を見れば，子ども遠の思考の流れやT
めあてからまとめまでの学習の深まりなど，
「すべてが分かるJ～

④質問・発問・指示

－思考の道筋を示す（問題，めあてからまとめまで）

・子どもの発言，考えを位置付ける

・ねらいにそって構造的に

・チョークの色使いは用途を明らかに
．カード等の活用

次に何をするか

※1短く
※2 少なく
※3 1回で

指示・・・

議参1if 

「教師は，授業で勝負する。」
活動設定と支援

0ペアや小集団での活動
<1人→2人→グループ→学級全体＞
惑常~ ・ 目的に応じて使い分ける
~ －全員が活動（交流）をしている

⑥ 

0個に対応する複数の手だてを

（例）教え合い活動・小集団での活動・ヒントカ ド・
教師の机間指導・少人数学習の導入等

議議



平成２７年度　研修講座のアンケート集計
講座コード 61901 ３回目 講座数 1 回
講座名

大変満足 満足 あまり 満足でない 実施日
① 70 12 0 0
② 7 1 1 0 アンケート講師名
③ 23 10 0 0 回答者
④ 13 2 0 0 140
⑤ 0 1 0 0 指導員　２１名
満足度 113 26 1 0

小学校 80 79
中学校 49 47
高等学校 1 1
特別支援 16 14
幼稚園
計 146 141

受講動機分析
自分の意思112
管理職から 19
知り合いから 8
その他 1

満足度スコア
3.80

感想や要望など
○特別支援学校の指導において、ipadなどの機器の利用について良い面、悪い面な
ど実際の経験を基にした話が聞けたのが良かった。
○自分の授業を振り返るきっかけとなりました。教科において専門性を高め、確かな
力をつけていけるよう日々努力していこうと感じました。
○「情熱ある授業は、必ず生徒に伝わる」この言葉を心に教材研究をがんばろうと思
いました。
●グループ研修で参考資料を提示して頂いているので、よろしければ図書館の利用
を研修後に設けてほしいと思います。。

受
講
名
簿
者
数

平成28年2月21日

受
講
者
数

①ニーズ
②形態
③講師
④活用
⑤その他

福岡市立学校教員養成塾

研修・研修課　　篠原　浩一
研修・研修課　　宇都宮　美保

70 

12 
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0 
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1 

1 

0 

23 

10 

0 

0 

13 

2 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大変満足 

満足 

あまり 

満足でない 

満足度と理由の関係 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

113 26 1 0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足度 

満足度分析 

大変満足 

満足 

あまり 

満足でない 
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